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一-Hopwood，n， d. p. 8 
組織はその会計から独立していなかった。
一-Hopwood，1984 (d)， p.25. 
組織は C常に〕そり会計に訴えて改草され〔か
つ拘束され〕ている。










n Gambling， 1984. p. 124 
2) Gambling， 1974， p.107 
3) Gambling， 1978， p.163. 
4) Gambling， 1974. p. 124 






















6) Gamhling， 1974. p. 124 




しれなし寸 CGambling，1974 p. 201.)ので， 文化的従属国でさえ，会計理論にたいする民族文
化的条件叶けが不完全であるにせよ作用していたこ左を認めなくてはなるまい。
9) Hopwood and. Bromwich， 1981， p.xii 
10) Hopwood and. Bromwich， 1984 (b). p. 133 
11) Hopwood and Bromwich， 1984 (b)， p.149 
12) Hopwood and Bromwich. 1981， p.xiii 
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てゆ〈動き」山をリードした0;}は. 1976年に創刊きれた『会計・組織・社会』
の編集長として， また 76年から社会科学研究審議会 (5SRC)-84年に経

















そこで，以下， 本稿では， I会計の関係状況の多元的性格 (thepluralistic 
nature of the accounting context) に関する認識の高まりJ21)にそって，ホ
13) Hopwood and Bromwich， 1991， p.xv 
14) Burchell， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. p. 23 
15) Burchel1. Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. pp. 22-23. 
16) Hopwood and Bromwich， 1981， p.xii 
17) それ以前に，ホップウ¥'l'rは1965年f:.L SEを卒業桂， シカゴ大学経営学大学院に進み.67 
年に修士号， 71年に惇士号を取得Lて，叩年にマンチ品スター 田ピジネス田スクー ルの講師に，
73年にアドミエストレイティフ y、タッフ カレ γジ凸シ =ア F スタッフに就任していた。
18) Hopwood. 1979， p. 91. 
19) H叩wood.1984 Cb)， p.12 
20) Hop、叩od.19恒， p. 370 
21) Hopwood and Bromwich， 1981， p.xiv. 
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いる ~j25) そこで，ホップウ ν ドは「会計技法のf院者に動かされる性格 (the in-







22) Hopwood and Bromwich， 1981， p.xii 
23) Hopwood. 'D. d. p. 12 
24) Hopwood and Bromwich， 1984 (a)， p.8 
25) Hopwood.-n. d. p. 9 
26) Hopwood~ 1985， p.368 
27) Hopwood5 1985， p.367 
28) 日opwood.1983， p.290. 
29) Hopwood. n. d.， p.10 
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うか疑わしいJ~O) ので í会計は〔社会グループ問の〕相異なる利害 が対
立する領域に出現し，機能しているものと解される必要がある。J3D
「かかるじ会計〕観は公平かっ中立的な〔意思決定〕支援的な会計 (anim-


















:30) Hopwood， 1984 Cb)， p.12 
:31) Hopwood， 1984 Cb)， p.7. 
32) 日opwood，ロ d.，p. 2 
33) Hopwood， n.d.， p.1 
34) Hopwood， n.d.， p.11. 
35) 目叩woodand Bromwich， 1984 (a)， p.11 
36) 目。pwood，1985， p.367 
37) 日opwoodand Bromwich， 1984 (b)， p.140. 





















39) Burchell， Clubb and Hopwood， 1981， p.100 
40) Burchell. CJubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p.22 
41) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcorning， p.46 
42) Burchdl. CluLL， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p.2:1 
43) Hopwood and Bromwich， 1984 (b)， p.140 
44) BUIchel1. C1ubb and Hopwood， forthcoming， p. 5. 
45) Burchel1， Clubb and Hopwood， forthcoming. p. 8 
46) Burchel1， Clubb and Hopwood， forthcoming， p. 9. 
47) Hop柄。od，1983， p. 298 
48) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcoming， p. 4. 
19) Burchell， Clubb and Hopwood， fOIthco，ming. p. 46 
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しかし I会計はそれがおこなわれる関係状況に単に適応するよりも，むし
ろ，その関係状況に影響する力をもっている」山から I会計は単なる環境適

















の変化過程の一見不確かな二元的特性 (dualisticcharacter) J刊 が認識され
ると Iいかに社会的要因が過去と現先白会計に織り込まれてきたか。どんな
〔社会的・組織的〕要因が会計の変化の強力な動員者であったか。どんむ役割
50) Burchell. Clubb and Hopwood， forthcoming， pp. 7-8 
51) Hopwood， n. d.， p.1 
52) Hop、刊od，1983， p.288 
53) Hopwoocl， 19咽3，p. 301. 
54) BurcheII， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet. p. 21 
55) Hopwood. 1983. p. 301 
56) Hopwood 1984 (b)， p.11 
ら.7) Burchell， Clubb and Hopwood， forthcoming， p.8 





















58) Hopwood， 1985， p.366. 
59) Hopwood， 1983， p.302 
60) Burchell， CluLb， Hopwood. Hughes alld Nahapiel， p.23 
61) Hopwood， 1984 (b)， p.13目
62) Hopwood， 1985， p.366. 
6ド3) Hopwood， 1984 (b)， p.13 
64) Hopwood， 1983， p.302. 
65) Hopwood. 1984 (b)， p.12. 
66) Burchel1， Clubb， Hopwood， Hughes and Nahapiet， p.19. 
67) Hopwood and Bromwich. 1984 (b)， p.150 
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に見えるようにする手段 (ameans of visibility) の創出に関わりあってい
るJ77lが， i過去と υ ・・未来の不確実な世界から〔決定論的なJW事実』を〔観
念の体系として〕創出するJiS)に当って， i会計は等しく意味のある潜存的行
動や問題関心の全系列〔の公平な受け入れ〕を排除し，かっ追放する」ので，
68) H句、;vood，1984 (b)， p.12 
69) Hopwood and Bromwich. 1984 (b)， p.150 
70) Hop、叩od，n. d.， p.11 
71) Burchell， Clubb， Hopwood， IIughes and Nahapiet. p. 22 
72) Hopwood， 1983. p. 297 
73) 日opwood，1985. P目 363.
74) Burchell， Clubb， Hopwood. Hugh回 andNahapiet， p.23 
τ5) Hopwood， 1985. p. 365. 
76) Hopwood， 1985. p. 376 
77) Hopwood， n.d.， p.1. 




ti ve and partial) と認められだしている」酬が，いずれにしても I会計は




に与える選挟的〔かっ不公平〕な可視佐 (theselective visibility) は，それ
まで不確かではあるが，実行可能にLて，望ま L<，かっ重要であると解され
てきたことに影響を及ぼす重大な役割を演Lioととができる。」叩




きる。」叫したがって，会計は「影響力のある不公平なパター γ の可視性 (a





79) HOJlwoor1， n. r1.， p. 1 
80) Hopwood， n. d.， p.1 
81) Hopwood， 1984 (<1)， p. 179 
82) Hopwooヨ， 1984 (a)， p.178 
83) Hopwood， 1984 (a)， p.179 
84) Hopwood， 1984 (a)， pp. 177-178 
85) Hopwood， 1983， p.299 
86) Hop柄。od，n. d. p. 20. 
87) Hopwood， 1984 (a)， p.181. 
88) Hopwood， 1984 Cc)， p.29 






















89) Hop¥刊 od，1979， p 剖.
90) Burchell， Cluub， HopwooJ， Hughes al1d Nahapiet， p.5 
91) Hopwood， 1984 (a)， p.171 
92) Hop羽田d，1!:l84 (a)， p.1'11 
93) Hopwood， 1984 (a)， p.180 
94) Hop明ood，1984 (a)， pp. 180-181 
95) Hop¥叩 od，1985， p.366 
96) Hopwood， 1984 (a)， p.182 
97) Hopwood， 1983， p.302 











そうでないもの (whatit i8 not) によって評価できるJ'"幻ばかりでなしさ
らに変化しつつある現象としてのJ103) r会計はそうでなかったもの (what








98) Hopwood， 1984 (8)， p.185 
99) Hopwood， 1984 Ca)， p.184. 
100) Hopwood 'and Bromwich， 1984 (a)， p.7. 
101) Hopwood， 1984 (c). p. 7 
102) Hopwood， 1984 (d)， p.6 
103) Hopwood. 1983. p. 296. 
104) Hopwood， 1984 (d)， p.32 
105) Hopwood， n. d.， p.18 
106) Hopwood and Bromwich~ 1984-(b)， p. 15.9 
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在でもそうである。〔そして〕会計はこれまでどおりに会計であるJ"りという
状態が続いている。
そこで，ホップウッドは現行「制度への従属J108)(the institutional alle 
giance)から「会計研究と会計研究者」を解放するために. i代苔会計とそれ
を受け入れる場所であ昌代替〔社会]制度 (alternativeaccounts and a!ter-
native institutional loci) とし、う考えJ"のを打ち出して['代替会計の形態
とありうる会計 (alternativeforms of accounting and accounting as it might 
be)の研究の必要性J10)をつぎりように主張している。
「会計は会計に対抗しうるJ'川 (Accountingscan counter accountings)し，
「また，会計はそれ自身にたL、する重大な影響力として働きうるJll2.)から，
「現在組織と共存している〔会計〕情報処理〔ジステム〕のより広汎な代替・
補足形熊 (thewider， alternative and complementary forms)が 論議き
わしはじめねばならない。J1l3)
なお i会計は〔会計研究者の〕注意を独占する傾向が存在したJllu の
で』ホップウッドは「会計そのものへの・ 従属J1m (the allegiance...... to 
accounting itself) から会計研究者を解放するために. i単にこれまでとは異
なった〔代替〕会計よりもむしろほとんど会計でないものJ'山(feweraccount-
ing than rnerely different one) J または「会計らしくないもの山 (thenOD-
accounting) として「会計にたいする社会的・制度的代替過程J(alternative 
social and institutional processes to accounting) とし、う考えを打ちだして，
107) Hopwood， 1984 (b)， p.5 
108) Hop柄。od，1985， p.373. 
109) Hop、刊od，1985， p.3τ3 
110) Hopwood， 1980， p.158 
111) Hopv刊 od，1984 (a)， p.184. 
112) Hopwood， n.d.， p.17 
113) Earl and Hopwood， p.1 
114) Hoc明ood，1985. p. 374 
115) Hopwood. 1985. p. 3τ3 
116) Hopwood， 1985， p.374 

























118) 目。pwood，1985. p. 374 
119) Cooper， p.129. 
120) Hopwood， 1985， p.374 
121) Hopwood. 1985. p. 375 
122) Hopwood. 1983， p.300 
12勺 Gambling.1978， p.vi 
124) Hopwood and Bromwich， 1984 (a)， p.10 
125) Hopwood and Bromwich. 1984 (a)， p.10 






という ζ とは，長期の問題ではないJ12，，)から，やがて解決きれると期待 Lて
よいであろう。
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